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不正アクセスの防止
不正ユーザーによる、スイッチの再設定や設定情報の閲覧を防止できます。一般的には、ネッ

トワーク管理者からスイッチへのアクセスを許可する一方、非同期ポートを用いてネットワー

ク外からダイヤルアップ接続するユーザーや、シリアルポートを通じてネットワーク外から接

続するユーザー、またはローカルネットワーク内の端末またはワークステーションから接続す

るユーザーによるアクセスを制限します。

スイッチへの不正アクセスを防止するには、次のセキュリティ機能を1つまたは複数設定しま
す。

•最低限のセキュリティとして、各スイッチポートでパスワードおよび権限を設定します。
このパスワードは、スイッチにローカルに保存されます。ユーザーがポートまたは回線を

通じてスイッチにアクセスしようとするとき、ポートまたは回線に指定されたパスワード

を入力してからでなければ、スイッチにアクセスできません。

•追加のセキュリティレイヤとして、ユーザー名とパスワードをペアで設定できます。この
ペアはスイッチでローカルに保存されます。このペアは回線またはポートに割り当てら

れ、各ユーザを認証します。ユーザは認証後、スイッチにアクセスできます。権限レベル

を定義している場合は、ユーザ名とパスワードの各ペアに特定の権限レベルを、対応する

権利および権限とともに割り当てることもできます。

•ユーザ名とパスワードのペアを使用したいが、そのペアをローカルではなく中央のサーバ
に保存したい場合は、セキュリティサーバ上のデータベースに保存できます。これによ

り、複数のネットワーキングデバイスが同じデータベースを使用してユーザ認証情報を

（必要に応じて許可情報も）得ることができます。

•また、失敗したログイン試行をログに記録するログイン拡張機能もイネーブルにすること
もできます。ログイン拡張は、設定した回数のログインが失敗したあとに、それ以降のロ

グイン試行をブロックするために設定することもできます。詳細については、『Cisco IOS
Login Enhancements』マニュアルを参照してください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


